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ＮＹマーケットレポート（2013 年 7 月 1 日) 
昨晩の NY 外国為替市場は、欧米の株価が堅調な動きとなったことなどを受けて、ドル

円・クロス円は、序盤から小動きながら堅調な展開が続きました。その後、米建設支出

が 2 ヵ月連続のプラスとなり、3 ヵ月ぶりの高い伸びを示したことや、6 月 ISM 製造業

景況指数が景気拡大・縮小の判断基準となる 50 を 2 ヵ月ぶりに上回ったことを好感し

て、米景気の先行き期待の高まりからリスク回避の動きが後退し、円が大半の主要通貨

に対して売られる展開となりました。ただ、その後は堅調な展開が続いていた株価が上

げ幅を縮小する動きとなったことから、引けにかけてドル円・クロス円はやや上値の重

い展開が続きました。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 99.70  ユーロ/円 129.97  ユーロ/ドル 1.3039 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6271.79 +56.32 
ダウ INDEX 

FUTURE 
14895 +70 

仏 CAC40 3765.69 +26.78 
S&P500 

FUTURE  
1606.40 +7.10 

独 DAX 7988.87 +29.65 
NASDAQ  
FUTURE 

2920.50 +19.25 

(出所：ブルームバーグ) 

 

21：58 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

マークイット米国 PMI（確定値） 51.9（予想 52.4・前回 52.2） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 15001.07 +91.47 

ナスダック 3433.98 +30.73 
(出所：ブルームバーグ) 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

6 月 ISM 製造業景況指数 50.9（予想 50.5・前回 49.0） 

 
 

経済指標データ 

≪米 ISM 製造業景況指数≫ 

        6 月・・5 月・・4 月・・3 月・・2 月・・1 月 

景気・・・・・・50.9・・49.0・・50.7・・51.3・・54.2・・53.1 

新規受注・・・・51.9・・48.8・・52.3・・51.4・・57.8・・53.3 

生産・・・・・・53.4・・48.6・・53.5・・52.2・・57.6・・53.6 

雇用・・・・・・48.7・・50.1・・50.2・・54.2・・52.6・・54.0 

入荷遅延・・・・50.0・・48.7・・50.9・・49.4・・51.4・・53.6 

在庫・・・・・・50.5・・49.0・・46.5・・49.5・・51.5・・51.0 

価格・・・・・・52.5・・49.5・・50.0・・54.5・・61.5・・56.5 

受注残・・・・・46.5・・48.0・・53.0・・51.0・・55.0・・47.5 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

5 月米建設支出（前月比） 0.5％（予想 0.6%・前回 0.1%）前回発表の 0.4％から 0.1％

に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪建設支出≫  

         5 月・・4 月・・3 月・・2 月・・1 月・・前年同月比 

総建設支出・・・・ 0.5・・ 0.1・・-0.1・・ 0.8・・-0.5・・・  5.4 

民間部門・・・・・ 0.0・・ 0.3・・ 0.4・・ 0.7・・-0.3・・・ 10.6 

住居・・・・・・・ 1.2・・-0.1・・ 0.4・・ 1.1・・11.2・・ ・23.1 

オフィス・・・・・-1.9・・-5.2・・ 2.2・・-1.1・・ 0.9・・・  4.8 

商業・・・・・・・-1.6・・ 0.2・・-2.9・・ 0.7・・ 0.6・・・  2.2 

輸送・・・・・・・-1.8・・ 0.6・・-0.4・・-1.1・・-1.0・・・ -4.8 

公共部門・・・・・ 1.8・・-0.2・・-2.9・・ 1.5・・ 0.2・・・ -4.7 

教育・・・・・・・ 0.4・・-2.5・・-5.5・・ 2.9・・-2.5・・・-10.5 

道路・・・・・・・ 0.8・・ 0.4・・-2.2・・ 1.6・・ 1.7・・・ -3.4 

 

23：40 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、ECB が緩和的な金融政策を継続するとの見方を背景に、欧州株が堅調

な動きとなっていることを受けて主要株価は堅調な展開で始まった。また、6 月の ISM 製造業

景況指数が市場予想を上回ったことをから、米景気の先行き期待感が高まったことも材料とな

り、主要株価は堅調な展開が続いている。 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

（1）5 月の米建設支出高は、年率換算で前月比+0.5％の 8749 億 1100 万ドルと 2 ヵ月連続の

プラスで、2 月以来 3 ヵ月ぶりの高い伸びを示した。金額ベースで 2009 年 9 月以来 3 年 8 ヵ月

ぶりの高水準となった。前年同月比は+5.4％となった。 
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 ①民間部門は、住宅建設が持ち直したが、住宅以外の施設建設が落ち込んで横ばいとなっ

た一方、公共部門が州・地方政府の堅調に支えられて 3 ヵ月ぶりのプラスに転じ全体水準を押

し上げた。 

 ②民間の建設支出は、前月から横ばいの 6054 億 3500 万ドル、前年同月比は+10.6％となっ

た。民間の内訳は、住宅建設が前月比+1.2％、前年同月比で+23.1％となった。住宅以外の施

設建設は、前月比-1.4％、前年同月比で-0.9％となった。   

 ③連邦政府などの公共部門の建設支出は、前月比+1.8％の 2694 億 7700 万ドルと、伸び率

が 2012 年 6 月以来の大きさとなった。前年同月比で-4.7％となった。州・地方政府が前月比

+1.9％と 2012 年 6 月以来の高い伸び率を示した。連邦政府も+0.6％となった。 

 

（2）6 月の ISM 製造業景況指数は 50.9 と前月から 1.9 ポイント上昇となった。製造業の景気拡

大・縮小の判断基準となる 50 を 2 ヵ月ぶりに上回った。主な副指数は新規受注が 51.9（前月

48.8）、生産が 53.4（48.6）、 仕入れ価格が 52.5（49.5）、在庫が 50.5（49.0）といずれも前月から

上昇。一方、雇用は 48.7（50.1）と低下した。6 月は 18 業種中 12 業種が業況拡大を報告し、前

月の 10 業種から増えた。 

 

欧州主要株 終値 前日比 

英 FT100 6307.78 +92.31 

仏 CAC40 3767.48 +28.57 

独 DAX 7983.92 +24.70 

ストック欧州 600 指数 288.29 +3.27 

ユーロファースト 300 指数 1163.58 +11.41 

スペイン IBEX35 指数 7907.10 +144.40 

イタリア FTSE MIB 指数 15459.57 +220.29 

南ア アフリカ全株指数 39932.83 +354.73 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、英国や米国の景況指標が改善したことからで投資家心理が好転し、主要

株価は堅調な動きとなった。また、欧州企業の M&A 活動が活発になるとの期待感も支援材料

となった。  
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(出所：ブルームバーグ) 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 15067.12（+157.52）、 S&P500 1624.67（+18.39）、 ナスダック 3452.35（+49.11） 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

・午前の債券市場は、米量的緩和の早期縮小観測から売りが出る半面、米 ISM 製造業景況

指数で雇用指数が悪化したことを手掛かりに買いも入り、もみ合いの展開となった。 

・午前の利回りは、30 年債が 3.49％（前週末 3.50％）、10 年債が 2.49％（2.49％）、7 年債が

1.94％（1.94％）、5 年債が 1.39％（1.40％）、3 年債が 0.64％（0.65％）、2 年債が 0.35％

（0.36％）。 

 

≪欧州のポイント≫  

①ルーマニア中央銀行は、政策金利を 5.25％から過去最低の 5.00％に引き下げた。インフレ

率が 7-12 月期に目標に収まるとの見通しから、約 1 年ぶりの利下げに踏み切った。 

②EU 統計局が発表した 5 月のユーロ圏の失業率は、前月比+0.1 ポイントの 12.1％となり、

1995 年の統計開始以来の最悪水準を更新した。5 月の失業者数は、＋6 万 7000 人の 1922

万 2000 人。ユーロ圏では債務危機の影響で景気が低迷。EU は雇用対策を最優先課題として

いるが、まだ改善に至らない。国別では、スペインが 26.9％、ポルトガルが 17.6％、キプロスが

16.3％、イタリアが 12.2％、フランスが 10.4％、ドイツは 5.3％だった。なお、ギリシャは 3 月時点

で 26.8％。若年層（15 歳以上 25 歳未満）は 23.8％、南欧諸国はスペインが 56.5％、ポルトガ

ルが 42.1％と、深刻な水準が続いている。4 月のユーロ圏全体の失業率は 12.2％から 12.0％

に修正されたほか、失業者数は 1915.5 万人に下方修正された。EU 全体（27 カ国）の失業率は

4 月の修正値と同じ 10.9％だった。   

③旧ユーゴスラビア諸国のクロアチアが 1 日、EU の 28 番目の加盟国となった。1990 年代の民

族紛争の歴史を乗り越え、民主的な体制作りを進めたことが EU に評価された。EU 拡大は

2007 年に東欧のルーマニア、ブルガリアの 2 ヵ国を迎え入れて 27 ヵ国体制になって以来 6 年

半ぶり。旧ユーゴ諸国の加盟は、スロベニアに続き 2 ヵ国目。   
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2：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

・6 月メキシコ IMEF 製造業指数 47.5（予想 50.0・前回 48.9）前回発表の 49.0 から 48.9 に修

正 

・6 月メキシコ IMEF 非製造業指数 51.8（予想 50.2・前回 50.4）前回発表の 50.3 から 50.4 に

修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

3：25 

NY 金は、中心限月が前週末比 32.00 ドル高の 1 オンス＝1255.70 ドルで取引を終了した。 

 

4：30 

NY 原油は、中心限月が前週末比 1.43 ドル高の 1 バレル＝97.99 ドルで取引を終了した。 
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主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1255.70 +32.00 

NY 原油 97.99 +1.43 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

ＮＹ金は、最近の相場下落で値頃感が出たことで、実需筋などからの買いが先行した。また、ド

ルがユーロなどに対して下落したことも支援材料となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、欧米の株価が堅調な動きとなったことや、6 月 ISM の製造業総合景況指数が予想

を上回ったことから買いが優勢となった。また、エジプトの反政府デモを受けて、原油供給への

不安が高待ったことも材料視された。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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米主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 14974.96 +65.36 15083.28 14911.60 

S&P500 種 1614.96 +8.68 1626.61 1609.78 

ナスダック 3434.49 +31.24 3454.43 3430.31 
(出所：ブルームバーグ) 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、ECB が緩和的な金融政策を継続するとの見方を背景に、欧州株が堅調な動

きとなっていることを受けて、主要株価は堅調な展開で始まった。また、6 月の ISM 製造業景況

指数が市場予想を上回ったことを受けて、米景気の先行き期待感が高まったことも材料となり、

主要株価は堅調な動きとなったことも支援材料となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動

きとなり、一時前週末比で 173 ドル高まで上昇したものの、その後はやや上値の重い動きが続 

き、終盤には上げ幅を縮小する動きとなった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 99.63  99.87  99.55  

EUR/JPY 130.13  130.25  129.80  

GBP/JPY 151.65  152.08  151.48  

AUD/JPY 91.99  92.24  91.49  
NZD/JPY 77.83  78.07  77.34  

EUR/USD 1.3064  1.3067  1.3014  

AUD/USD 0.9234  0.9253  0.9177  
(出所：ブルームバーグ) 
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≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、欧米の株価が堅調な動きとなったことを受けて、ドル円・クロス円は小動き

ながら堅調な動きとなった。また、米製造業関連の経済指標が予想を上回る結果となったこと

も材料視された。しかし、午後には取引材料に乏しく、株価が上げ幅を縮小したことから、ドル

円・クロス円も上値の重い展開が続いた。  

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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